
契約者数2024年4月末時点。
解約削減を反映した有効なチームスピリット利用者。

※契約ライセンス数：チームスピリットの契約ライセンスはすべて有償契約です。



チームスピリットについて

チームスピリットは働く人が毎日使いバックオフィス製品を提供し

そこから生まれる「ワークログ」の活用を通じて組織改善の一手をつくるクラウドサービスです。

－ワークログ－

チームスピリットには従業員の方々の業務に関するデータが

日々蓄積されているものを「ワークログ」と定義し

企業の生産性向上や業務改善のために分析活用できる方法を提供しています。

チムスピ勤怠は多様な働き方に合

わせて毎日の就業ログを蓄積。長

時間労働の是正や有給取得の推進

など、特にコンプライアンスの遵

守と働きやすい職場作りに向けて

データを活用いただけます。

チムスピ経費と各種オプション機

能のログを活用し、費用の拡大傾

向、利用経費の有益性を判断いた

だけるようになります。また就業

従事履歴や各種申請データとの組

み合わせで、より無駄のない有効

な資源活用に寄与します。

チムスピ工数のログから「従業員

一人ひとりの業務内容」をデータ

で取得し、従業員の活躍・是正傾

向の明示化、組織運営の継続的な

PDCAをサポート。各種の成果指

標・結果との連動分析により、さ

らに効果を発揮します。



チムスピ勤怠について

クラウド勤怠管理として10年以上の実績。

大手優良企業の豊富な導入実績で安心。

最新の法令対応や働き方の変化に素早く対応します。

労務ご担当者さまの
業務効率を大きく改善

①どうしても手作業になって
いた集計業務をシステムで
完結。

②あらゆる規模・業種での豊
富な実績。

③日々の労務管理をカンタン
高度化。

大手優良企業に選ばれる
勤怠管理システム

①時流に乗った魅力ある就労
環境の実現をサポート。

②あらゆるシステム構成と
シームレスに連携。

③大手優良企業に選ばれる安
心のセキュリティ環境。

チムスピシリーズの
組合せでもっと便利に

①勤怠管理と工数管理を一つ
のシステムで完結。

②直感的に使いやすいシフト
管理機能。

③職場環境に合わせて選べる
多彩な打刻方法。



チムスピ経費について

電子帳簿保存法・インボイス制度対応。

経理業務に必要な機能を標準搭載しながら従業員の

使い勝手に特化した価値を提供します。

忙しいセールスパーソン
にスマートな精算機能を

①モバイル対応や交通費の経
路検索、領収書のOCR読込
搭載。

②複数明細の一括作成など毎
日の経費精算入力を楽にす
る工夫が盛り込み済。

③外貨精算にも対応可能。

申請種別毎に柔軟な
カスタマイズが可能

①申請種別毎に利用項目やレ
イアウトの設定可能。

②不正な入力に対するエラー
設定も細かく設定可能。

③申請の不備チェックや差戻
による作業負担削減。

自社の経費状況を分析
経費支出の適正化を促進

①レポート・ダッシュボード
機能を標準搭載。

②人別・部門別などの視点か
ら自社の経費利用状況を分
析可能。

③経費支出の適正化に向けた
改善の立案実行をサポート。



チムスピ工数について

使いやすいUIで毎日の工数入力を簡単に。

リアルタイムな工数集計による正確な原価管理を実現。

工数管理をクラウド化するなら「チムスピ工数」。

入力の手間を削減する
多彩な工数登録機能

①スケジューラーをもとに工
数を自動的に割り当て、ス
トレスフリーな工数登録の
実現。

②PC・モバイルから直感的な
操作で直接入力ができ、手
間や負担を大きく削減可能。

勤務実績と一致した
正確な工数情報を取得

①勤怠データと連動し、勤務
時間と一致させることが可
能。

②勤怠データは外部からイン
ポートできる他、チムスピ
勤怠との併用でシームレ
スに勤怠と工数を同時に管
理可能。

「ワークログ」の分析で
生産性向上を推進

①「誰が・どんな働き方をし
ているのか」を示す組織運
営に欠かせないデータを
日々の工数情報を「ワーク
ログ」として分析活用可能。



導入事例

製造業による長時間労働の実態把握と削減のために導

入し、今では社員の意識改革が進むなど、プラスのス

パイラルが巻き起こっている。

製造・メーカー業｜Ｄ社

電化製品や食器、お菓子などのデリ
ケートな商品を輸送する際に欠かせ
ない緩衝材などを製造しているＤ社。
日本全国に工場を持つだけではなく、
アジアを中心に海外市場にもビジネ
スを展開している。

・従業員数：100∼499名

・機 能：勤怠管理,経費精算 など

課題

導入の
決め手

効果

・長時間労働を是正したかった。
・月締め時までに労働時間を把握できず
対応が後手になっていた。

・勤怠管理や経費精算のペーパーレス化を
進めたかった。

・若手社員の離職を食い止めるべく
長時間労働を把握したかった。

・既存導入済との「Salesforce」との相性が
良かった。

・法改正への対応もスムーズに実施できた。

・労働時間の見える化/自動アラート通知で
長時間労働を改善。

・作業自動化により月次決算を4日間短縮、
給与支払日も1日前倒しできた。

・働き方改革関連法にもスムーズに対応。
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